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近年、磁壁やスキルミオンなどのノンコリニアなスピン構造を利用した論理回路[1]、メモリー

[2]、ストレージ[3]、マイクロ波発生器[4]などが提案され、これらの特異なスピン構造体のデバイ

ス応用への期待が高まっている。最近の進展として、ジャロシンスキー守谷相互作用によるカイ

ラル磁壁やスキルミオンの安定化とその電流駆動現象があげられる[5-11]。また、反強磁性体にお

けるスピン輸送[12-14]や反強磁性体のノンコリニアなスピン構造による異常ホール効果の発現

[15, 16]など、これまで殆ど議論されてこなかった反強磁性体のスピントロニクス応用が注目され

始めている。本講演では、これらのノンコリニアなスピン構造の物理と応用について最近の展開

を述べる。 
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